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Sun Fire X2250 サーバー
ご使用にあたって

本書では、 Sun Fire™ X2250 サーバーに関する最新情報と注意事項を説明します。

本書は、次のセクションで構成されています。

■ 「一般的な情報」(2 ページ)

■ 「Sun Fire X2250 サーバーのツールとドライバの CD」(3 ページ)

■ 「ファームウェアの最新のアップデート」(4 ページ)

■ 「ハードウェアと BIOS の注意事項」(4 ページ)

■ 「Integrated Lights Out Manager の注意事項」(6 ページ)

■ 「診断の注意事項」(11 ページ)

■ 「オペレーティングシステムの注意事項」(12 ページ)
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一般的な情報

Sun Fire サーバーのサポート

Sun Fire X2250 サーバーのサポート情報は、次の Web サイトに公開されています。

http://www.sun.com/servers/x64/x2250/support.xml

サポートされているオペレーティングシステム

次に、Sun Fire X2250 サーバーでサポートされているオペレーティングシステムの
最低バージョンの一覧を示します。

■ Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 4.5 以降 (32 ビット/64 ビット)

■ Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 5.0 以降 (32 ビット/64 ビット)

■ SUSE Linux Enterprise Server (SLES) 10 SP1 64 ビット

■ Solaris 10 5/08 64 ビット

■ Windows 2003 (32 ビット版および 64 ビット版)、Advanced および Enterprise 
Server SP2

ドキュメント

Sun Fire X2250 サーバーのドキュメントには、次のものがあります。

■ Sun Fire X2250 サーバーご使用の手引き (820-5097)

■ Sun Fire X2250 サーバー設置マニュアル (820-5092)

■ Sun Fire X2250 サーバーご使用にあたって (820-5107)

■ Sun Fire X2250 Server Service Manual (Sun Fire X2250 サーバーサービスマニュア
ル) (820-4593)

■ Sun Fire X2250 サーバーオペレーティングシステムインストールガイド (820-5102)

■ Sun Installation Assistant for Windows and Linux User’s Guide (Windows および 
Linux 用 Sun Installation Assistant ユーザーズガイド) (820-3357)

■ Sun Fire X2250 サーバー用 Sun ILOM 補足ドキュメント (820-5112)

■ Sun Integrated Lights Out Manager 2.0 ユーザーズガイド (820-2698)
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■ Sun Fire X2250 Server Safety and Compliance Guide (Sun Fire X2250 サーバー安全
とコンプライアンスに関する手引き) (820-4595)

上記およびその他の Sun Fire サーバー関連ドキュメントは、
http://docs.sun.com からダウンロードできます。

Sun Fire X2250 サーバーのツールとドラ
イバの CD
Sun Fire X2250 サーバーのツールとドライバの CD には、Sun Fire X2250 サーバー用
のソフトウェアアプリケーションとユーティリティが収録されています。このセク
ションでは、これらのアプリケーションとユーティリティについて説明し、アプリ
ケーションの実行手順が記載されている README テキストファイルの場所を示し
ます。

■ ILOM firmware update (ILOM ファームウェアアップデート): ILOM ファーム
ウェアのアップデートに使用します。README テキストファイルは、<CD ドラ
イブ>:\remoteflash\Firmware_Update.txt にあります。

■ ILOM recovery utility (ILOM リカバリユーティリティ ): 破損した ILOM ファー
ムウェアを回復する際に使用します。README テキストファイルは、<CD ドラ
イブ>:\ILOMrecovery\restore.txt にあります。

■ Create a Windows 2003 OS Installation CD (Windows 2003 OS インストール 
CD の作成): Reburn CD (必要なすべてのドライバを収録した Windows 2003 CD) 
の作成に使用します。README テキストファイルは、 <CD ドライブ>:
\utilities\2003Reburn\readme.txt にあります。

注 – このユーティリティは、Windows ベースのシステムでも、Linux/Solaris ベー
スのシステムでも実行できます。

■ Windows Autorun menu (Windows 自動実行メニュー): Sun Fire X2250 サーバー
の CD/DVD ドライブにツールとドライバの CD を挿入し、メニューを使用して
次のいずれかの操作を実行します。

■ Windows サーバー用ドライバのインストール

■ Windows Reburn CD の作成

■ sun.com および関連ドキュメントへのリンク

■ Windows RAID driver installation (Windows RAID ドライバのインストール): 
内蔵ソフトウェア SATA RAID 機能を使用して Windows をインストールする際
に使用します。README テキストファイルは、 <CD ドライブ>:\drivers\
windows\RAID\readme.txt にあります。
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■ Solaris/Linux post OS driver update (Solaris/Linux ポスト OS ドライバアップ
デート): 必要に応じて、Intel Ethernet ドライバと AST2000 ドライバをアップデー
トする際に使用します。README テキストファイルは、次の場所にあります。
<CD ドライブ>:\drivers\linux\readme.txt 
および 
<CD ドライブ>:\drivers\sx86\readme.txt

ファームウェアの最新のアップデート
Sun Fire X2250 サーバーには、BIOS および Integrated Lights Out Manager (ILOM) 
ファームウェアの初期リリースが搭載されています。現時点では、ファームウェアの
アップデートはありません。

ハードウェアと BIOS の注意事項
次の注意事項は、Sun Fire X2250 サーバーのハードウェアと BIOS に適用されます。

■ 「前面の USB ポート用のケーブルに関する制限事項」(4 ページ)

■ 「DHCP サーバーのオフライン時に不適切なネットワーク設定が記録される」
(5 ページ)

■ 「IP アドレスの先頭にゼロが含まれていると、無効な IP アドレスエラーが発生
する」(5 ページ)

■ 「BIOS ブート順序の注意事項」(5 ページ)

■ 「RKVMS の注意事項」(6 ページ)

前面の USB ポート用のケーブルに関する制限事項

前面の USB ポートでは、接続デバイスまでの長さが 3 m のケーブルしか使用できま
せん。
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DHCP サーバーのオフライン時に不適切なネット
ワーク設定が記録される

DHCP 割り当て IP アドレスを使用するように ILOM が設定されているときに DHCP 
サーバーがオフラインの場合は、DHCP サーバーがオンラインになるまで待ってか
らリブートを行ってください。リブート命令を発行したり、DHCP から静的 IP アド
レスに手動で変更したりすると、ゲートウェイと IP アドレスの不適切な設定が記録
されます。DHCP サーバーが復元されると、本来の IP アドレスが DHCP サーバー
によって割り当てられます。

対処方法

DHCP が復元されるまでサーバーをリブートしないでください。ILOM に緊急にア
クセスする必要がある場合は、端末をシリアルコンソールのネットワーク管理ポート
に接続し、手動で静的 IP アドレスを割り当ててください。

IP アドレスの先頭にゼロが含まれていると、
無効な IP アドレスエラーが発生する

4 つの IP アドレスオクテットのいずれかの先頭にゼロが含まれている場合、ILOM 
は無効な IP アドレスエラーを報告します。たとえば、10.29.54.02 または 
10.029.54.2 と入力すると、先頭のゼロが原因でエラーが発生します。

対処方法

IP アドレスの先頭には、ゼロを使用しないでください。この問題は、ファームウェ
アの今後のリリースで解決される予定です。

BIOS ブート順序の注意事項

USB デバイス (フラッシュ、HDD、FDD、CD ROM など) をシステムに接続した場
合、これらのデバイスには低位のブート優先順位が割り当てられます。たとえば、
USB HDD は HDD として認識されますが、ブート優先順位は内蔵の 2 台のデバイ
スに続く第 3 位と見なされます。

対処方法

新たに接続した USB デバイスからシステムをブートできるようにするには、一時的
にブート順序を変更する必要があります。この問題は、BIOS の今後のリリースで解
決される予定です。
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RKVMS の注意事項

仮想 CD-ROM を有効にしたときに、仮想 CD がブートリストに表示されません。

対処方法

1. 仮想 CD-ROM をマウントし、システムをリブートします。

2. システムのブート時に F2 キーを押してシステム BIOS に入ります。

3. ブートリストに移動し、CD-ROM デバイスリストにアクセスします。

4. ブートリストで、「AMI Virtual CD/DVD (AMI 仮想 CD/DVD)」を先頭の項目に
設定します。

これで、仮想 CD が BBS リストに表示されるため、仮想 CD からブートできるよ
うになります。

この問題は、BIOS の今後のリリースで解決される予定です。

Integrated Lights Out Manager 
の注意事項
次の注意事項は、Sun Fire X2250 サーバーを Integrated Lights Out Manager (ILOM) 
を使用して管理している場合に適用されます。

■ 「サポートされている最低バージョンのブラウザ」(7 ページ)

■ 「セッションが早期にタイムアウトする」(7 ページ)

■ 「Solaris システムからリモート CD-ROM をマウントする手順」(7 ページ)

■ 「メモリサイズの不一致に関するイベントが生成されない」(8 ページ)

■ 「位置特定 LED の値を変更できない」(8 ページ)

■ 「パスワードの文字数が制限を超えても警告が生成されない」(9 ページ)

■ 「Pc-Check 診断ツールが手動モードで動作しない」(9 ページ)

■ 「KVMS 認証機能がリモート認証メカニズムと連携しない」(9 ページ)

■ 「Solaris リモートコンソールセッションに Java プラグインが必要」(10 ページ)

ILOM の詳細は、http://docs.sun.com の『Sun Integrated Lights Out Manager 
ユーザーガイド』(820-2698) を参照してください。
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サポートされている最低バージョンのブラウザ 
表 1 に、Solaris、Linux、Windows の各オペレーティングシステムで、Sun Fire 
X2250 サーバー用の Lights Out Manager (ILOM) Web インタフェースを実行する際
にサポートされるブラウザの最低バージョンを示します。

セッションが早期にタイムアウトする

ILOM Web インタフェースで「Session Timeout (セッションのタイムアウト時間)」
を 3 時間に設定した場合、セッションは常に 3 時間より前にタイムアウトします。

対処方法: なし。

この問題は、ILOM ファームウェアの今後のリリースで解決される予定です。

Solaris システムからリモート CD-ROM をマウン
トする手順

Solaris システムから Java Remote Console (RKVMS) セッションを開始した場合、
CD が正しくマウントされていても、「Mount CD ROM (CD ROM のマウント)」オプ
ションに CD-ROM ドライブが表示されません。

対処方法

デフォルトでは、常に volmgt が有効になります。Java Remote Console (RKVMS) 
を使用して CD-ROM/フロッピーディスクのリダイレクトを開始する前に、volmgt 
を無効にする必要があります。次の手順を実行します。

表 1 ILOM でサポートされるブラウザ

Solaris x86 RHEL 32 
ビット版

RHEL 64 
ビット版

SLES 32 
ビット版

SLES 64 
ビット版

Windows

Mozilla 1.7 1.7.12 1.7.13 1.7.8 1.7.13 N/A

Firefox 1.5.0.4 1.0.7 1.5.0.4 1.5.0.4 1.5.0.4 1.5.0.4

Internet 
Explorer

N/A N/A N/A N/A N/A 6
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1. volmgt を無効にします。次のように入力します。

> >/etc/init.d/volmgt stop

2. Java Remote Console (RKVMS) を起動します。

3. RKVMS で動作している Java プロセッサに root 権限を割り当てます。次のよう
に入力します。

> >ppriv -s +file_dac_read ‘pgrep java‘;

4. Solaris デスクトップの CD-ROM ドライブにブート可能 CD を挿入します。

5. Java Remote Console の「cdrom」メニュー項目をクリックして、CD-ROM のリ
ダイレクトを開始します。

CD-ROM ドライブのパスが表示されます。

メモリサイズの不一致に関するイベントが生成さ
れない

サイズの異なる DIMM が同じブランチに存在していても、サービスプロセッサ (SP) 
ログや BIOS BMC イベントログでイベントが生成されません。

対処方法: なし。

この問題は、ILOM ファームウェアの今後のリリースで解決される予定です。

位置特定 LED の値を変更できない

位置特定 LED は、Web インタフェースを使用して異なる値 (高速点滅など) に設定で
きません。たとえば、次の手順を実行しても位置特定 LED の設定は変更されません。

1. 管理者として ILOM Web インタフェースにログインします。

2.「System Monitoring (システムの管理)」の「Indicators (インジケータ)」タブを
クリックします。

3.「/SYS/LOCATE」を選択します。

4. プルダウンメニューで、「Set LED to Fast Blink (LED を高速点滅に設定する)」
を選択します。

確認メッセージが表示されます。

5.「OK」をクリックして操作を確認します。

対処方法: なし。

この問題は、ILOM ファームウェアの今後のリリースで解決される予定です。
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パスワードの文字数が制限を超えても警告が生成
されない

ILOM Web インタフェースの使用時に文字数が 17 文字以上のパスワードを使用して
もエラーや警告が生成されません。

対処方法: なし。

この問題は、ILOM ファームウェアの今後のリリースで解決される予定です。

Pc-Check 診断ツールが手動モードで動作しない

Pc-Check 診断ツールは、手動で動作するように設定 (/SP/diag を manual に設定) 
したときに動作しません。これは、仮想フロッピーデバイスが BIOS 起動デバイスリ
ストの一番最後に表示されていることが原因です。

対処方法

1. 端末ウィンドウを開きます。

2. 次のコマンドを入力して、仮想フロッピーデバイスを一次起動デバイスとして設
定します。

ipmitool -H localhost -U root -P changeme chassis bootdev 
floppy

これで、Pc-Check ツールを手動モードで実行できるようになります。

KVMS 認証機能がリモート認証メカニズムと連携
しない

RADIUS、LDAP、Active Directory などのいずれのリモートユーザー認証メカニズ
ムを使用しても KVMS セッションのユーザー認証を実行できません。

対処方法: なし。

この問題は、ILOM ファームウェアの今後のリリースで解決される予定です。
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Solaris リモートコンソールセッションに Java プ
ラグインが必要

Solaris システムで ILOM リモートコンソールセッションを開始すると、
javaRKVM.jnlp ファイルに関する指示を求めるメッセージが表示されることがあり
ます。その場合、次の 2 つのオプションがあります。

● root としてログインしている場合は、デフォルトのアプリケーションを使用して
このファイルを開きます。

または

● root ではなくユーザーとしてログインしている場合は、次の手順を実行します。

1. ファイルを保存するオプションを選択します。

2. javaRKVM.jnlp ファイルをダウンロードして手動で実行します。

ダウンロードマネージャにより、このファイルの場所が表示されます。

3. 端末ウィンドウで次のコマンドを入力して、javaws アプリケーションの場所を
検索します。

% which javaws

4. javaRKVM.jnlp ファイルを /tmp ディレクトリに移動します。次のように入力
します。

% mv /javaRKVM.JNLP の場所/javaRKVM.JNLP /tmp

javaRKVM.JNLP の場所 には、javaRKVM.JNLP が保存されているディレクトリ
を指定します。

5. 端末ウィンドウから次のコマンドを実行します。

% /javaws の場所/javaws /tmp/javaRKVM.JNLP

javaws の場所 には、javaws が保存されているディレクトリを指定します。

例:

javaws アプリケーションを /usr/bin ディレクトリから実行する場合、次のよ
うに入力します。

% /usr/bin/javaws /tmp/javaRKVM.JNLP

このコマンドにより、リモートコンソールセッションが開始されます。

リモートコンソールウィンドウを閉じると、/tmp/javaRKVM.jnlp が削除されます。
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診断の注意事項
次の注意事項は、Pc-Check 診断ソフトウェアバージョン 6.20 に適用されます。

■ 「ILOM ファームウェアに埋め込まれている Pc-Check の実行手順」(11 ページ)

ILOM ファームウェアに埋め込まれている 
Pc-Check の実行手順

次の手順を実行します。

1. ILOM Web インタフェースにログインします。

2.「Remote Control (リモートコントロール)」、「Diagnostics (診断)」タブの順にク
リックし、Pc-Check のモードを設定します。

■ 基本の診断を実行するには、「Enabled (有効)」を選択します。この診断には、
約 3 分かかります。

■ 詳細な診断を実行するには、「Extended (拡張)」を選択します。この診断には、
約 30 分かかります。

■ 診断を手動モードで実行するには、「Manual (手動)」を選択します。このオプショ
ンを選択すると、 「Pc-Check」メニューが表示されます。

3. サーバーの電源を投入または再投入して Pc-Check を起動させます。

Pc-Check モードを無効に設定し直すと、次の電源投入イベントまたは電源再投入イ
ベントのあとでその変更が有効になります。たとえば、ILOM を使用して Pc-Check 
のステータスを有効に設定し、そのモードが動作しているときにステータスを無効に
設定した場合、次の電源投入/再投入イベントが発生するまで、ILOM は Pc-Check 
を終了したり、バックグラウンドスクリプトを停止したりしません。Control-Alt-
Delete などのローカルのリセットは、ILOM では認識されないため、ILOM は、
リセットが発生したことを確認できません。
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オペレーティングシステムの注意事項
このセクションでは、オペレーティングシステムに関する次の注意事項について説明
します。

■ 「Solaris の注意事項」(12 ページ)

■ 「Solaris のインストール後に一部の KVM スイッチが同期しない」(12 ページ)

■ 「Linux の注意事項」(13 ページ)

■ 「Red Hat 5.1 で報告される USB デバイスエラー」(13 ページ)

■ 「Sun Installation Assistant の使用時または OS の手動インストール時に Intel 
AHCI/RAID ドライバが機能しない」(14 ページ)

■ 「Windows の注意事項」(14 ページ)

■ 「RIS を使用して IDE ドライバをインストールできない」(14 ページ)

サポートされているオペレーティングシステムの最低バージョンについては、
「サポートされているオペレーティングシステム」(2 ページ) を参照してください。

Solaris の注意事項

注 – Sun Fire X2250 サーバーには、Solaris OS がプリインストールされています。
この OS は、デフォルトでシリアルコンソール接続 (ttya) を介してリダイレクトさ
れるように設定されています。この OS をローカルのモニタとキーボードにリダイ
レクトするには、ブート時に GRUB メニューを使用して VGA オプションを選択し
ます。

Solaris のインストール後に一部の KVM スイッチが同期
しない

ラックにマウントされ、KVM スイッチに接続されている Sun Fire X2250 サーバーに 
Solaris 10 5/08 をインストールした場合、Xserver が OS へのログインを開始したと
きにモニタが同期しなくなることがあります。

この問題には、次の 3 つの対処方法があります。
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■ Solaris をテキストモードでインストールしてから、次の操作を行います。

a. ツールとドライバの CD から install.sh スクリプトを実行します。

b. サーバーをリブートします。

install.sh を実行すると、アップデートされた AST2000 VGA ドライバがイン
ストールされるため、問題が解決します。Solaris 用の install.sh スクリプトの
詳細な実行手順は、『Sun Fire X2250 サーバーオペレーティングシステムインス
トールガイド』(820-5102) を参照してください。

■ Integrated Lights Out Manager (ILOM) Web インタフェースで KVMS over IP を
使用します。

KVMS over IP の詳細は、『Sun Integrated Lights Out Manager ユーザーガイド』
(820-2698) を参照してください。

■ Solaris をグラフィカルユーザーインタフェース (GUI) モードでインストールして
から、次の手順を実行します。

a. 開始する前に failsafe をブートするか、Xserver を停止します。

b. ツールとドライバの CD から install.sh スクリプトを実行します。

Solaris 用の install.sh スクリプトの詳細な実行手順は、『Sun Fire X2250 
サーバーオペレーティングシステムインストールガイド』(820-5102) を参照し
てください。

Linux の注意事項

次の注意事項は、サポートされている RedHat または SUSE オペレーティングシステ
ムを実行している Sun Fire X2250 サーバーに適用されます。

Red Hat 5.1 で報告される USB デバイスエラー

Sun Fire X2250 サーバー背面の USB ポートに USB デバイスを接続すると、次のエ
ラーメッセージが生成されます。

usb 1-2; device not accepting address 2, error -71

これは、Red Hat Linux の問題です。

対処方法

現在のインストールで、新しい initrd.img ファイルを手動で作成する必要があり
ます。
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1. 端末ウィンドウを開きます。

2. /boot ディレクトリに移動します。次のように入力します。

cd /boot

3. 次のコマンドを入力して、initrd.img ファイルの名前を変更します。

mv initrd-<バージョン>.img initrd-<バージョン>.img.save

4. 次のコマンドの入力して、新しい initrd.img ファイルを作成します。

mkinitrd initrd-<バージョン>.img <uname - r>

5. 変更を有効にするためにサーバーを再起動します。

Sun Installation Assistant の使用時または OS の手動イン
ストール時に Intel AHCI/RAID ドライバが機能しない

Sun Installation Assistant (SIA) または Red Hat/SUSE DVD を使用して Sun Fire 
X2250 サーバーに Linux をインストールするときは、HDD 設定モードが IDE に設定
されていることを確認してください。Intel ESB2 チップセット用の AHCI ドライバと 
RAID ドライバは正しく機能しません。この問題は、Linux OS プロバイダと Intel に
より対処されています。

Windows の注意事項

次の注意事項は、サポートされている Microsoft Windows オペレーティングシステ
ムを実行している Sun Fire X2250 サーバーに適用されます。

RIS を使用して IDE ドライバをインストールできない

Sun Fire X2250 サーバーの PXE 環境では、IDE コントローラが正しく列挙されま
せん。AHCI モードおよび RAID モードでの RIS は問題なく機能します。

対処方法: なし。

この問題は、BIOS の今後のリリースで解決される予定です。
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